
例 題 長方形ＡＢＣＤで点ＰはＡを出発して, 辺上をＢ，Ｃを通ってＤ
まで動きます。点ＰがＡからｘ㎝動いたときの△ＡＰＤの面積を

ｙｃ㎡ として次の場合についてｙをｘの式で表しなさい。
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出発点 と 到着点 の２つの座標を求めて
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１次関数ＮＯ２０

(1)点Ｐが辺ＡＢ上を動くとき。

(2)点Ｐが辺ＢＣ上を動くとき。

(3)点Ｐが辺ＣＤ上を動くとき。
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APの長さ △APDの面積

△APDはできない 3cm3cm
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ｙ座標が同じ数のときは，

式は「ｙ＝同じ数」になる
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動点Ｐと△ＡＰＤの面積に関する問題－解説②１次関数ＮＯ２１

出発点 と 到着点 の２つの座標を求めて

ｙをｘの式で表す

ポイント１
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(2)点Ｐが辺ＢＣ上を動くとき。

APの長さ △APDの面積
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(3)点Ｐが辺ＣＤ上を動くとき。
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